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わ
カミ

霊
ゎに
よ

っ
て

ゼ
カ
リ
ヤ
書
四
章

六
節
に
は
「
武
力
に

よ
ら
ず
、
権
力
に
よ

ら
ず
、

た
だ
わ
が
霊

に
よ
っ
て
、
と
万
軍

の
主
は
言
わ
れ
る
」

と
あ
り
ま
す
。
紀
元

d
F
R
ζ

前
五
三
二
年
か
ら
四

ソ

i
d
-
-
八
六
年
の
聞
に
、
政

治
的
指
導
者
と
し
て
働
い
た
ゼ
ル
パ
ベ
ル
は
、
破
壊
さ
れ
た
エ
ル
サ

レ
ム
の
神
殿
の
再
建
に
努
力
し
、
そ
の
事
業
を
完
成
さ
せ
ま
し
た

(
エ
ズ
ラ
記
二
章
)
。
聖
書
は
、
彼
の
働
き
は
神
の
聖
霊
の
働
き
に
よ

る
と
記
し
て
い
ま
す
。

今
日
の
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
必
要
な
の
は
、

の
働
き
で
あ
り
ま
す
。
最
近
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
若
者
達

の
無
謀
な
行
動
が
様
々
な
悲
劇
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
心
寒

か
ら
し
む
殺
人
浦
府
、
ひ
っ
た
く
り
、
自
動
車
の
無
謀
運
転
、

こ
の
聖
霊

日
本
キ
リ
ス
ト
伝
道
会

原

JZ:k 
玉呈

あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
か
ら
む
犯
罪
等
々
。

犯
罪
心
理
学
の
専
門
家
は
「
今
の
若
者
は
社
会
の
マ
ナ
ー
や

ル
l

ル
を
大
人
か
ら
し
っ
か
り
教
え
ら
れ
ず
、
叱
ら
れ
も
せ
ず

に
育
っ
て
い
る
か
ら
逆
ギ
レ
を
す
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
殺

人
や
暴
行
事
件
が
あ
ま
り
に
多
い
今
日
の
世
情
を
考
え
る
と
き
、

我
々
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
責
任
を
痛
感
し
ま
す
。
「
伝
道
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
若
者
達
を
救
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
声
な
き

声
が
叫
ん
で
い
ま
す
。

か
つ
て
は
超
教
派
伝
道
が
盛
ん
に
な
さ
れ
た
時
代
が
あ
り
ま

し
た
。
武
道
館
を
人
々
が
埋
め
尽
く
し
、
後
楽
園
ス
タ
ジ
ア
ム

を
満
員
の
聴
衆
が
ピ
リ
i

グ
ラ
ハ
ム
師
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を

傾
け
た
、
か
の
時
が
な
つ
か
し
い
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、

超
教
派
の
青
年
牧
師
の
心
を
燃
や
し
、
そ
の
リ
パ
イ
パ
ル
の
中

で
献
身
を
決
意
し
た
若
き
頃
を
偲
ぶ
。

日
本
に
救
霊
の
火
が
燃
え
る
時
の
く
る
の
を
待
ち
望
む
や
切

で
あ
り
ま
す
。

お
互
い
に
心
を
合
わ
せ
て
祈
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
主

は
必
ず
許
可
ぇ
給
う
と
信
じ
ま
す
。



六
篇
よ
り
そ
の
名
を
と
り
、
ま
た
詩
篇
三
二
足
扇
三
節
を
そ
の

働
き
の
土
台
と
し
た
。
最
高
の
神
様
を
賛
美
す
る
た
め
に
新

た
な
賛
美
・
ゴ
ス
ペ
ル
を
こ
の
日
本
に
伝
え
広
め
始
め
た
。

当
時
の
教
会
は
保
守
的
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
賛
美
に
関
し
て

は
特
に
そ
う
で
あ
っ
た
た
め
に
、
最
初
は
な
か
な
か
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
「
出
会
い
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
「
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
各
地
で
行
な
い
、
十
三
回
行
な
わ
れ

た
「
ジ
ェ
リ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
、
そ
し
て
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
「
マ
l

チ
・
フ
ォ

l

・
ジ
l

ザ
ス
」
と
い
っ
た
大
イ
ベ
ン

ト
の
成
功
に
よ
り
、
日
本
の
賛
美
が
ゴ
ス
ペ
ル
を
受
け
入
れ
、

ま
た
日
本
の
ゴ
ス
ペ
ル
を
生
み
出
す
土
壌
に
な
っ
て
き
て
い

る
。神

に
祈
り
つ
つ
、
ま
た
状
況
を
考
慮
し
、
示
さ
れ
た
ミ
ク

タ
ム
の
新
た
な
道
は
「
礼
拝
の
賛
美
リ
ー
ダ
ー
」
の
育
成
・

賛
美
の
質
の
向
上
で
あ
る
。
教
会
を
特
異
な
場
所
と
し
て
で

は
な
く
、
日
常
と
し
て
捉
え
礼
拝
を
伝
道
の
場
と
す
る
た
め

に
は
、
賛
美
の
質
の
向
上
、
そ
し
て
賛
美
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

が
絶
対
不
可
欠
で
あ
る
。
教
会
の
賛
美
を
土
台
か
ら
今
一
度

作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
賛
美
を
通
し

て
、
教
会
に
対
し
、
世
の
中
に
対
し
て
、
大
き
な
働
き
か
け

と
な
る
よ
う
に
い
つ
も
神
様
の
お
導
き
を
祈
り
求
め
て
い
き

た
い
、
と
の
一
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

記
一
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
文
書
伝
道
団
中
野
誠

.
次
回
訪
問
ツ
ア
ー
は
、
十
月
二
日
(
木
)
「
国
際
飢
餓
対

策
機
構
」
を
訪
問
予
定
で
す
。
ど
な
た
で
も
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
(
詳
細
は
別
途
案
内
予
定
)

伝
道
団
体
釦
叫
ん
川
一

教
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
代
表
花
薗
征
夫

私
ど
も
は
ど
の
よ
う
な
必
要
に
お
答
え
し
て
い
る
か

教
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

(
C
I
S
Hシ

l

ア
イ
エ
ス
)
の
利
用
者
は
次
の
様
な
方
々
で
す
。

一
、
未
信
者
一
聖
書
を
学
ぴ
た
い
、
初
め
て
教
会
に
行
き
た

い
と
患
っ
た
未
信
者
の
方
に
、
近
く
の
教
会
を
教
会
す
る
。

未
信
者
は
タ
ウ
ン
ペ
I

ジ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

C
I
S

の
電
話
番
号
な
ど
を
」
調
べ
てC
I
S

へ
連
絡
を
し
て
こ
ら

れ
ま
す
。

) 
二
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
一
引
っ

越
し
ゃ
旅
行

で
ク
リ
ス
チ

ヤ
ン
が
よ
そ
ま

の
町
の
教
会

へ
出
席
す
る

w

た
め
に
教
会

r

を
捜
す
お
手
ド

伝
い
を
す
咽

る
。
友
人
家
幽

族
な
ど
に
教
会
を
紹
介
し
た
い
場
合
と
か
海
外
に
行
っ
て

い
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
て
帰
国
し
た
人
へ
の
教
会
の

紹
介
。

三
、
宣
教
師
や
牧
師
先
生
方
一
新
し
く
教
会
を
始
め
る
と
き

(
開
拓
伝
道
)
の
教
会
や
地
域
の
情
報
を
提
供
す
る
。

閥
、
そ
の
他
一
日
本
の
教
会
の
実
情
に
つ
い
て
、
報
告
す
る

と
き
に
必
要
な
教
会
デ
l

タ
の
提
供
を
す
る
。

c
I
S

の
利
用
者
は
現
在
未
信
者
、
宣
教
師
、
牧
師
、
信

者
、
そ
の
他
の
人
々
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
実
績
で
は
問

い
合
わ
せ
件
数
合
計
二
五
八
件
の
内
、
宣
教
師
二
十
二
%
、

信
徒
三
十
四
%
、
牧
師
九
%
、
未
信
者
が
二
十
二
一
%
あ
り

ま
し
た
。
問
い
合
わ
せ
の
内
容
は
教
会
紹
介
が
七
十
%

(
一
八
一
件
て
そ
の
他
が
二
十
%
(
五
一
件
)
、
教
会
宣

教
調
査
が
十
%
(
二
六
件
)
あ
り
ま
し
た
。

c
I
S

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

c
I
S

に
は
日
本
中
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
す
べ
て

の
リ
ス
ト
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
リ
ス
ト
に
は

一
、
教
会
名
二
、
所
在
地
三
、
電
話
番
号
四
、
牧

師
名
五
、
教
派
、
団
体
名
そ
の
他
教
勢
デ

l

夕
、
会
員

数
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖

縄
ま
で
全
部
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
デ
l

タ
と
し
て
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
全
国
、
そ
れ
ぞ
れ
区
、
市
、
町
村

(
郡
部
)
の
地
図
の
教
会
の
あ
る
場
所
に
教
会
が
書
き
込
ん

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
教

会
が
あ
る
か
、
ど
こ
に
は
教
会
が
な
い
か
を
た
や
す
く
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
始
ま
り

一
九
六
九
年
、
ド
ネ
ル
・
マ
ク
リ
ー
ン
宣
教
師
(
ア
ツ
セ

ン
ゃ
フ
リ
ー
ズ
オ
ブ
ゴ
ッ
ド
)
が
自
分
の
宣
教
計
画
を
立
て
る

た
め
に
、
日
本
に
あ
る
教
会
の
所
在
を
一
不
す
リ
ス
ト
と
地
図

を
作
ろ
う
と
し
た
の
が
C
I
S

の
始
ま
り
で
す
。
こ
の
働
き

は
日
本
福
音
宣
教
師
団

(
J
E
M
A
)に
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
教
会
と
と
も
に
前
進
す
る
た
め
に
伝
道
団
体
連
絡
協
議

会
や
日
本
福
音
同
盟

(
J
E
A
)
と
の
協
力
会
員
と
し
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
教
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
サ
ー
ビ
ス

(
C
I
S
)
は
ど
の
組
織
に
も
属
さ
ず
、
独

立
し
た
組
織
と
し
て
、
今
ま
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

教
会
デ
1

タ
の
集
計
と
保
存

私
た
ち
は
、
毎
年
年
次
集
計
を
行
な
い
、
教
会
の
リ
ス
ト

を
更
新
す
る
と
共
に
、
日
本
の
教
会
の
教
勢
デ

l

タ
を
集
め

て
集
計
し
、
日
本
の
教
会
の
前
進
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
教

会
数
、
会
員
数
、
礼
拝
出
席
数
、
受
洗
者
数
を
調
べ
て
、
十

二
月
に
そ
の
集
計
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
C
I
S

私
た
ち
は
今
後
も
日
本
の
教
会
の
た
め
、
私
共
の
教
会
所

在
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
、
教
会
の
前
進
を
支
援
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
に
必
要
な
デ

l

タ
を

集
め
て
、
教
会
を
支
援
し
主
に
仕
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ベ
l

ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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承
認
さ
れ
た
。
な
お
日
本
聖
書
協
会
の
野
中
陽
子
姉
に
代

わ
っ
て
同
団
体
の
小
林
幸
順
兄
が
常
任
役
員
と
な
っ
た
。

監
査
は
、
辻
岡
健
象
師
、
栗
原
一
芳
師
に
も
う
一
年
で
き

る
か
確
認
を
と
る
。
伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
に
も
新
し
い

風
を
入
れ
る
た
め
、
次
固
ま
で
に
若
い
方
を
各
団
体
か
ら

も
役
員
に
推
薦
し
て
い
た
だ
き
、
役
員
会
で
も
提
案
し
検

討
す
る
。

七
、
出
席
十
三
団
体
の
活
動
報
告
と
、
相
互
の
祈
り
の
時
を

持
っ
た
。

閉
会
祈
祷
一
花
薗
征
夫
師

が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

団
体
訪
問
ツ
ア
l

で
三
団
体
を
訪
問
し
、
「
協
力
」
に
載

せ
た
。
教
会
訪
問
は
一
部
し
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
ま
た

新
し
い
企
画
で
や
っ
て
み
た
い
。

二
、
二
O
O

二
度
会
計
報
告

中
川
信
義
師
に
よ
り
別
紙
の
会
計
報
告
に
基
づ
い
て
、
以

下
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

収
入
に
関
し
て
(
二
会
費
収
入
は
、
予
算
四
二
一

O
、

0

0
0

円
、
決
算
三
二
O

、

0
0
円
、
四
l

三
団
体
の
う
ち

三
団
体
が
休
止
の
状
態
に
あ
る
。
正
し
い
会
費
納
入
は
四

一
O
、

0
0
0

円
に
な
る
。
会
二
献
金
は
た
く
さ
ん
与
え

ら
れ
た
。
一
一
七
、
0
0
0

円
、
本
田
弘
慈
師
奥
様
よ
り

記
念
献
金
五
O

、

0
0
0

円
、
日
本
メ
デ
ィ
ア
伝
道
協
会
、

鈴
木
優
子
姉
よ
り
献
金
を
い
た
だ
く
。

2
3

全
日
本
福

音
宣
教
会
が
二
O
O

一
年
度
会
費
納
入
後
、
退
会
し
た
。

一
二
、
二
O
O
-
一
年
度
会
計
監
査
報
告
二

O
O

三
年
六
月
五
日
、

監
査
の
辻
岡
健
象
師
か
ら
、
帳
簿
、
通
帳
、
残
金
な
ど
チ
前
日
ま
で
降
り
注
い
で
い
た

エ
ツ
ク
し
た
が
、
い
ず
れ
も
正
確
、
適
正
で
あ
っ
た
。
会
雨
も
当
日
は
上
が
り
、
少
し

計
担
当
・
中
川
師
の
労
に
感
謝
を
表
し
た
。
夏
を
思
わ
せ
る
陽
気
の
中
、

四
、
二
O
O

三
年
度
活
動
計
画
案
今
回
の
伝
道
団
体
訪
問
ツ
ア

渋
沢
浩
二
師
に
よ
り
、
別
紙
、
活
動
計
画
案
に
基
づ
い
て

l

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

説
明
が
な
さ
れ
た
。
一
、
総
会
の
礼
拝
説
教
は
村
上
宣
道
た
。
今
年
度
第
一
回
目
は
ミ

却
が
欠
席
の
為
、
姫
井
雅
夫
師
に
お
願
い
し
た
。
二
、
伝
ク
タ
ム
レ
コ
ー
ド
(
以
下
ミ

団
協
加
盟
国
体
訪
問
ツ
ア
ー
は
六
月
五
日
(
木
)
ミ
ク
タ
ク
タ
ム
)
に
お
伺
い
致
し
ま

ム
レ
コ
ー
ド
訪
問
、
そ
の
他
に
年
度
内
二
回
を
予
定
。
三
、
し
た
。
今
回
の
参
加
団
体
は

一
泊
研
修
会
、
二
O
O

三
年
十
月
二
十
日
(
月

)
1
二
十
四
団
体
(
国
際
ナ
ピ
ゲ

l

タ

一
日
(
火
)
湯
河
原
厚
生
年
金
会
館
講
師
一
水
谷
恵
信

I

、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
文
書
伝

師
「
聖
書
の
学
び
方
に
つ
い
て
」
を
検
討
し
五
十
名
ぐ
ら
道
回
、
総
動
員
伝
道
、
ブ
リ

い
の
参
加
を
希
望
し
て
い
る
。
四
、
機
関
誌
「
協
力
」
の
ツ
ジ
・
フ
ォ

l

・
ピ
l

ス
)

発
行
を
年
三
回
予
定
。
五
、
情
報
交
換
会
、
二
O
O

四
年
の
四
名
参
加
と
少
々
寂
し
い
感
じ
で
し
た
が
、
か
え
っ
て
ミ

二
月
0
C
C

ビ
ル
四
階
会
議
室
。
六
、
役
員
会
の
開
催
、
ク
タ
ム
の
方
々
と
良
き
交
わ
り
の
時
が
与
え
ら
れ
感
謝
で
し

年
に
六
回
と
必
要
に
応
じ
て
臨
時
役
員
会
、
各
委
員
会
を
た
。

開
催
予
定
少
今
遅
れ
て
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
笑
顔
で
私
た

五
、
二
O
O
三
年
度
会
計
予
算
案
ち
を
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
ミ
ク
タ
ム
代
表
取
締
役
の

中
川
信
義
師
に
よ
り
別
紙
、
二

O
O

三
年
度
会
計
予
算
案
高
叡
華
さ
ん
と
近
藤
直
子
さ
ん
の
お
二
人
で
し
た
。
一
息
入

に
基
づ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
れ
た
後
に
、
高
社
長
か
ら
ミ
ク
タ
ム
の
お
働
き
に
つ
い
て
丁

パ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
と
日
本
福
音
ク
ル
セ

l

ド
は
(
グ
ッ
ド
ニ
寧
な
ご
紹
介
と
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
話
頂
き

ュ
l

ズ
誌
は
残
る
)
今
は
な
く
、
全
体
は
四
十
一
団
体
と
ま
し
た
。

な
り
、
全
団
体
が
会
費
を
納
め
れ
ば
四
一

O
、

0
0
0

円
。
ミ
ク
タ
ム
は
神
様
の
お
守
り
に
よ
り
昨
年
創
立
二
五
年
を

水
谷
師
の
講
演
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
手
一
克
に
十
二
本
残
つ
迎
え
た
が
、
そ
の
道
の
り
は
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と

て
い
る
で
必
要
な
方
へ
一
本
千
円
で
販
売
。
も
と
芸
能
界
で
音
楽
の
才
能
を
十
分
発
揮
し
て
い
た
小
坂
忠

二
O
O

三
年
度
会
計
予
算
案
は
承
認
さ
れ
た
。
先
生
と
高
社
長
は
レ
ッ
ク
ス
・
ハ
ン
パ

l

ド
の
集
会
で
音
楽

六
、
二
O
O

三
年
度
役
員
が
別
紙
名
簿
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
伝
道
の
召
命
を
受
け
、
ミ
ク
タ
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
詩
篇
一

\
亀
，
/

伝
道
団
体
訪
問
ツ
ア
ー

ミ
ク
タ
ム
レ
コ
ー
ド



、
S
F

一
般
に
「
福
音
派
の
新
聞
」
と
い
う
見
方
を
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
を
狭
い
意
味
で
と
ら
え
て
は
い
ま
せ
ん
。
例
え
…

ば
、
様
々
な
論
議
を
呼
ん
で
き
た
カ
リ
ス
マ
運
動
に
対
し
、
…

そ
れ
を
排
除
す
る
意
味
で
「
福
音
派
」
と
い
う
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
新
聞
は
ベ
ン
テ
コ
ス
テ
・
カ

リ
ス
マ
運
動
も
含
め
聖
書
を
神
の
こ
と
ば
と
し
て
重
ん
じ

る
「
聖
書
信
仰
」
の
一
環
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
…

政
治
的
・
社
会
的
問
題
を
軽
視
す
る
よ
う
な
意
味
で
「
福

音
派
」
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
新

聞
は
福
音
に
し
っ
か
り
立
ち
、
信
仰
の
問
題
と
し
て
社
会

的
な
諸
問
題
に
も
対
応
す
る
視
点
を
打
ち
出
し
続
け
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ホ

I

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
福
音
理
解

は
、
創
刊
か
ら
三
十
六
年
の
今
日
、
世
界
の
趨
勢
と
な
っ
…

て
い
る
こ
と
を
見
ま
す
。
…

そ
の
よ
う
な
意
味
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
新
聞
は
、
世
界
と

日
本
あ
る
い
は
日
本
の
各
地
に
置
か
れ
て
い
る
神
の
民
を

結
ぶ
情
報
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
様
性
を
も
っ
諸
教

派
・
教
会
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
を
つ
な
ぐ
超
教
派
の
フ
ォ

1

…

ラ
ム
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
…

思
い
ま
す
。

週
刊
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
新
聞
で
も
証
し
ニ
ュ
ー
ス
や
コ
ラ
ム

な
ど
様
々
な
形
で
福
音
を
伝
え
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
信
仰
の
…

成
長
に
役
立
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
月
刊
の
「
福
音

版
」
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
な
い
々
々
に
福
音
を
紹
介
す
る
こ

と
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
編
集
し
、
伝
道
文
書
と
し
て
用
い
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
版
の
月
刊
「
ら
み
い
」

は
教
会
学
校
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
福
音
を
わ
か
り
や
す
く
…

伝
え
る
た
め
に
発
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
現
代
っ
子
の

噌
好
に
合
わ
せ
て
昨
年
か
ら
マ
ン
ガ
を
中
心
に
し
た
形
態
に

衣
替
え
し
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
「
休
息
的
時
間
」

の
ブ
ラ
ン
ド
で
青
年
向
け
の
伝
道
文
書
も
発
行
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
近
年
は
、
週
刊
新
聞
の
連
載
や
福
音
…

版
に
掲
載
し
た
証
し
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
単
行
本
と
し
て

新
た
な
形
で
発
行
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
与
え
ら
れ
た
福
音
…

の
リ
ソ
ー
ス
を
有
効
活
用
す
る
よ
う
に
多
角
化
し
て
き
で
い

ま
す
。
…

今
年
か
ら
は
、
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
の
本
社
(
信
濃
町
)

内
に
あ
っ
た
月
刊
「
百
万
人
の
福
音
」
が
、
お
茶
の
水
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
新
聞
」
に
合
流
…

し
、
「
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
ジ
ャ
ー
ナ
ル
出
版
事
業
部
」
と
…

し
て
、
よ
り
多
面
的
に
連
繋
を
深
め
、
定
期
刊
行
物
を
通
し

て
宣
教
の
働
き
を
統
合
的
に
進
め
て
い
く
体
制
を
整
え
つ
つ
…

あ
り
ま
す
。
…

1
y
 

「
伝
団
協
」
加
盟
団
体

-
お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー

金
曜
日
夜
七
時
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
フ
ラ
イ
デ
l

ナ

イ
ト
」
は
、
毎
週
の
集
会
と
し
て
定
着
し
活
気
が
で
で
き

ま
し
た
。
牧
師
た
ち
を
は
じ
め
、
若
い
方
々
の
協
力
を
得

て
参
加
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
メ

l

ル
マ
ガ
ジ

ン
な
ど
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

-
国
際
ナ
ピ
ゲ
1

タ
i

仙
台
-
宇
都
宮
・
東
京
・
静
岡
・
福
岡
の
各
地
区
で
米
国

の
大
学
生
が
伝
道
の
た
め
に
応
援
に
来
て
い
ま
す
。
二
ヶ

月
間
滞
在
し
ま
す
が
、
主
が
大
学
生
の
中
か
ら
多
く
の
救

わ
れ
る
人
々
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
。

-
福
音
主
義
医
療
関
係
者
協
議
会

八
月
十
八
日
1

八
月
二
十
九
日
、
医
師
二
名
に
医
学
生
・

看
護
学
生
各
一
名
参
加
予
定
の
国
外
研
修
の
た
め
に
。
ま

た
九
月
十
五
日
に
関
西
で
開
催
の
「
十
代
の
性
」
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
十
一
月
二

l

一
二
日
の
総
会
の
た
め
に
。

-
日
本
伝
道
者
協
力
会

八
月
二
十
五
1

二
十
七
日
に
熱
海
の
沖
電
気
保
養
所
を
会

場
に
リ
ト
リ
1

ト
と
総
会
を
し
ま
す
。
今
回
は
「
あ
な
た
に

も
で
き
る
伝
道
説
教
」
と
い
う
テ

l

マ
で
学
ぼ
う
と
し
て

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い

0

.
総
動
員
伝
道

す
べ
て
の
人
に
福
音
を
伝
え
る
働
き
の
一
環
と
し
て
三
重

県
の
員
弁
郡
と
桑
名
郡
に

E
E
C
、

J
C
C
C

の
三
者
の

協
力
で
ト
ラ
ク
ト
配
布
を
し
ま
す
。
千
葉
県
西
地
区
(
浦

安
・
市
川
・
船
橋
・
津
田
沼
)
で
伝
道
懇
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
本
田
弘
慈
師
の
記
念
誌
を
作
成
予
定
で
す
0

・
日
本
聖
書
協
会

現
在
、
日
本
聖
書
協
会
で
最
も
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
は

「
アl
ト
バ
イ
ブ
ル
」
の
頒
布
が
好
調
な
こ
と
で
す
。
本

文
と
と
も
に
聖
画
コ
一
百
点
以
上
を
オ

l

ル
カ
ラ

l

で
掲

載
。
四
月
発
売
以
来
わ
ず
か
二
週
間
で
完
売
。
再
入
荷
。

絶
賛
発
売
中
で
す
!
(
本
体
二
、
八O
O
円
)

-
こ
こ
ろ
の
友
伝
道
全
国
連
合
会

第
五
十
回
「
こ
こ
ろ
の
友
伝
道
」
全
国
大
会
が
、
八
月
二

十
六
日
j

二
十
八
日
、
厚
生
年
金
ハl
ト
ピ
ア
熱
海
に
て
、

「
舟
の
右
側
に
網
を
!
そ
う
す
れ
ば
と
れ
る
」
を
主
題
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
・
新
宿
区
歌
舞
伎
町
一
丁
十
九
十
一

T
E
L
/
F
A
X
-
O

三
三
二

O
O

五
五
八
四

� 

一、-岨.

ユ
ー
ス

フ
ラ
ッ
シ
ュ
]

• 

-
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
伝
道
グ
ル
ー
プ

七
月
十
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
、
全
国
の
キ
リ
ス
下
教

書
店
に
て
「
真
夏
の
読
書
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
読
み
応
え
の
あ
る
信
仰
良
書

に
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
が
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

-
次
回
伝
道
団
体
訪
問
ツ
ア
l

予
定

時
一
九
月
十
二
日
(
金
)
+
四
時
i

場
所
一
日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構

-
伝
団
協
研
修
会

時
一
十
月
二
十
(
月

)
j
二
十
一
日
(
火
)

場
所
一
湯
河
原
厚
生
年
金
会
館

講
師
一
水
火
口
恵
信
師

テ
ー
マ
一
「
聖
書
の
学
び
方
」
(
仮
称
)

(
伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
と
は
)

キ
リ
ス
ト
教
界
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
分
野
が
あ

り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
血
に
よ
っ
て
罪
赦
さ

れ
た
人
々
の
集
ま
り
と
し
て
の
「
教
会
」
と
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
に
な
っ
た
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
を
も
っ

て
専
門
的
な
分
野
で
伝
道
活
動
、
福
祉
活
動
な
ど
を
し

て
い
る
「
伝
道
団
体
」
で
す
。
こ
の
二
つ
は
と
も
に
協

力
し
合
っ
て
神
の
福
音
を
伝
え
、
神
の
国
の
拡
大
に
務

め
て
い
ま
す
。
教
会
と
伝
道
団
体
は
と
も
に
助
け
合
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
伝
道
団
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
活
動
し

て
い
た
の
で
は
教
会
に
と
っ
て
協
力
し
に
く
い
し
、
伝

道
団
体
相
互
に
と
っ
て
も
力
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
連
絡
の
た
め
に
一
つ
に
な
ろ
う
と
「
伝
道
団
体

連
絡
協
議
会
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
約
四
十
余
の

団
体
が
傘
下
に
あ
り
ま
す
。

発
行
日

発
行
者

編
集
者

二
O
O
三
年
七
月
一
一
ム
十
一
日

村
上
宣
道

萩
生
白
充


